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1．研究の概要

1-1．背景と目的

　日本では入札方式が 7割を占めているが、質の高い公共建

築の調達のための設計者選定手法が議論されている文 1）。その

結果、制度や運営上の課題が浮き彫りとなったが特に、日本

では若手建築家の参入機会が乏しい点が問題視されている文

2）。一方、欧州では都市文化戦略の一環として若手建築家の

育成が重視され、ベテランと共に活躍できる仕組みが整って

いる。本研究では、若手建築家の参画を支える建築設計競技

EUROPAN に着目し、その運営体制を明らかにすることを目的

とする。

1-2．既往研究の到達点と本研究の位置付け

　山日、小野田ら文 3）は、フランスとドイツに公共建築の質

を担保する制度があることを明らかにした。渡辺、小澤ら文 4）

は、EUROPAN のテーマと敷地選定の特徴を整理し、欧州の

都市課題を明らかにした。望月、脇坂ら文 5）は、コンペ普及

には支援組織との協働が有効だと示した。

2．研究対象と研究方法

研究方法は、EUROPAN 発行の 12 冊の受賞作品年鑑と公式

HP を基に文献調査を行った。また、本部メンバーの Françoise 

Bonnat 氏にメールでヒアリングを実施した。ヒアリング項目

は、EUROPAN を主導する機関、コンペ開催の財源確保方法、テー

マ・審査員の決定プロセス、若手育成効果である (表 1)。

　EUROPAN は、1972 ～ 1987 年にフランスで実施された PAN
注

1)
を基に発展した。35 年間で隔年開催され、計 17 回実施さ

れた実施コンペである（表 2）。敷地は欧州全土に広がり、50

か国中 30か国で実施された。各国に支部があり、設計競技

に参加する支部は毎回変化した。補助として参加する支部も

あり、9～ 17 か国が毎回参加した。最多は E7 と E9 の 17 か

国だった。本研究では、全 17回に参加した 5か国のうち、

敷地数の多いフランス・スペイン・ドイツの 3か国（表 3）

を比較対象とした。

3．EUROPAN に関わる組織構成からみた運営体制

EUROPAN 開催のための運営体制として、本部、支部、審

査員の構成を整理した。

3-1．EUROPAN 開催のための構成

EUROPAN は、フランス政府の省庁間プログラム PUCA
注 2)

の一部であり、マルセイユに本部を置く設計競技組織である

(図 1)。各国に支部を持ち、2年間で 75 万ユーロを集めて運

営されている。各支部はパートナー機関から土地や資金の提

供を受け、フランスの CAUE
注 3)

や EPF
注 4)

、スペインの自治

体連合
注 5)

、ドイツの IBA
注 6)

などが支援していた。各国の都

市ごとに敷地が設定され、受賞チームが選ばれるが、受賞数

は敷地ごとに異なっていた。

3-2．本部と支部の審査員の構成

　本部、支部ともに具体的なメンバーについてみると、建築

家は必ず入っており、他は国によってランドスケープアーキ

テクトやエンジニアが入っていた（表 4）。

4．テーマを設けた運営体制

4-1．テーマ決定までの手順

　本部が各国支部に課題を問い、支部がテーマを提案してい

た（図 2）。その後、本部が審査会を開き、科学委員会・技術

委員会が分析を実施し、支部代表者の投票を経て最終テーマ

が決定されていた。

4-2．テーマと敷地の関係性

　例えば全体テーマの下に E17 で

は、3つのサブテーマが設定され、

サブテーマごとに各国の支部が敷

地を選定していた。フランスは 10

表 3.敷地数の変遷

表 2.E1 から E17 までの開催回ごとの支部の参加の変遷

表 1.ヒアリング項目
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図2.EUROPAN におけるテーマ決定の手順

表6. テーマと敷地の関係性表5. 審査員における役職の変遷

都市、スペインとドイツは各 8都市が対象であった（表 6）。

5．総括

　EUROPAN は土地提供と資金供給を基に多分野のメンバーで

運営され(3-1)、建築家を中心とした運営体制があった(3-2)。

テーマを決める際、インターセッションズフォーラムという

審査会が本部と支部によって行われていた (4-1)。敷地ごと

に細かいテーマに分類されており、多国間協働の運営を促し

ていた (4-2)。

図 1.EUROPAN の運営体制と E17 の敷地に対する受賞チーム数
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注釈

注 1) PAN：Programme Architecture 

Nouvelle 建築の質の水準を向上させるため

に行われていた実施コンペで 15年間で 14

回開催された。

注 2) PUCA：Plan Urbanisme Construction 

Architecture 環境連帯移行省、文化省、

高等教育・研究・イノベーション省の省

庁によって行われる省庁間プログラム。

注 3) CAUE：CONSEILS D’ARCHITECTURE, 

D’URBANISME ET DE L’ENVIRONNEMENT ア

ドバイザー、各県に配置、建築家、都市計

画家、景観家など専門家に加え、事務職を

含めた 10 人程度で構成、公務員ではない、

財源は税金、文化省が所轄。

注 4) EPF：Les établissements publics fonciers 財源は自治体か

らの収益や公的資金、環境連帯移行省が管轄

注 5)自治体 :自治体の連合体。

注 6)IBA：Internationale Bauausstellung ドイツ政府が任命した自

治体や都市の代表者（市長、副市長、代理人など）によって主導さ

れている。
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